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国産マッシュルームの生産拡大に資する革新的 3D 印刷による立体培地

技術および自動収穫・スマート栽培法の開発

１ 代表機関・研究統括者

国立大学法人山形大学 小川 純

２ 研究期間：令和５年度～令和５年度（１年間） 

３ 研究目的 

本研究課題はマッシュルーム栽培と 3D印刷技術を組み合わせること

で生まれる「立体栽培」という革新的な技術の開発を目指す。立体栽培

を活用し、国産マッシュルーム生産量の向上を実現する。 

４ 研究内容及び実施体制 

① 立体培地の構造的生育促進法

3D 印刷を駆使した異方弾性構造と生分解性樹脂による廃棄材を生

まずに空間を利活用できるマッシュルームの立体栽培法を確立する。 
（国立大学法人山形大学、積水化成品工業株式会社） 

② 立体培地の構造的収穫法

立体培地の落下によるマッシュルーム収穫機構を開発し、マッシ

ュルームの成長サイズに合わせた自動収穫技術を構築する。 
（国立大学法人山形大学） 

５ 最終目標 

従来の栽培法に対して、１つの立体培地当たりの生産量を通常の栽

培法から 5 倍増加させる栽培法を実現する。加えて、立体培地の落下

収穫機構を構築し、収穫適齢期のマッシュルーム収穫の効率化を図る。 

６ 期待される効果・貢献 

我が国のマッシュルーム生産の産業競争率を高め、収穫作業の省人

化による人材リソースを最適な生産管理を実現し、かつマッシュルー

ム生産を脱炭素生産技術へと推し進めることが期待される。

【連絡先 国立大学法人山形大学 0238-26-3005】 
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